
第三次循環型社会形成推進基本計画の進捗状況の第 2回点検結果の概要 

１．物質フロー指標（資源生産性 、循環利用率 、最終処分量 ）の進捗状況 

２．今後の展開の方向（※結論部分） 

○一般廃棄物の減量化は近年横ばい傾向である

ため、目標達成に向けて、要因分析を踏まえ、

厨芥類削減や食品ロス削減、ごみ有料化の推

進等を図る必要。 

 

○循環型社会に関する意識と行動が減少傾向

にあり、行動に至るような効果的な発信、循

環資源フローの情報提供、見える化等が必要。 

 

○循環型社会ビジネスの市場規模については、

H12と比べ 1.1倍に留まっており、２Ｒの取

組やリサイクルの徹底を進めることが必要。 

 

○２Ｒの取組を各主体で推進するため、消費者

のライフスタイルの変革、２Ｒが進む社会経

済システムの導入、健全なリユース市場の形 

成、これらの取組の目標設定等が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

循環型社会に関する意識・行動の変化 



○リサイクルの徹底に向け、一般廃棄物で単純

焼却されていた紙類・厨芥類・プラスチック

類等の再生利用の推進や家電製品等の回収

体制の構築が必要。産業廃棄物は、今後、再

生材の新規用途への利用促進や地域間での

需給調整のための対策が必要。さらに、資源

価格などの社会動向にも配意。 

 

○環境配慮設計、循環資源を原料として用いた

製品の需要拡大を図り、製造事業者とリサイ

クル事業者間での有用金属の含有情報等の

共有化に取り組むことが必要。 

 

○ノウハウを有する主体をコーディネーター化

し、取組やノウハウを共有するプラットフォ

ームにおいて、知見を効率的に統合すること

が必要。 

 

○有害廃棄物の不法輸出入に対する対策強化、

環境負荷低減等に資する循環資源の国際的

な移動の円滑化のための輸出入手続きの迅

速化等が必要。国際的な廃棄物管理の取組に

関する情報収集・連携の促進、国際的な資源

循環に関する研究を進めることが必要。 

 

○SDGs の達成に向けた資源生産性の向上や持

続可能な消費と生産への取組、天然資源の持

続可能な管理及び効率的利用、食品ロスなど

の食品廃棄物の削減等を進めることが必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
一般廃棄物リサイクル率 


